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Ⅰ新技術の解説

１要旨

 本県においては、ネギは土地利用型野菜として重要な品目の一つであり、今後生産振興を図るに
は、水田転作畑等の有効活用が不可欠である。しかし、ネギは湿害に弱く、排水不良地にあっては、欠
株や初期生育の不良等があり栽培適地は限られている。 
 このため、ネギの栽培適応地域を拡大するために、転作水田等でも栽培が容易な平床栽培法を確立
した。

(1) 平床栽培では、慣行に比べ軟白長はやや短いが、培土回数を増やすことにより目標の軟白長を確
保することが可能であり、調製重も慣行並みの重量を確保できる（表２）。

(2) 規格別収量は、L階級以上が慣行と同等以上確保でき、品質も良好である（図４）。

(3) 平床栽培法における労働時間や収益性は、慣行栽培と変わらない（表３）。

２期待される効果

平床栽培法は、普通畑の褐色森林土や水田転作畑の灰色低地土でも栽培可能であり、栽培地の拡
大ができる。

３適用範囲
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４普及上の留意点

(1) ネギ栽培に広く利用されている、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ育苗＋歩行型簡易移植機がそのまま利用できる。

(2) 定植直後の乾燥に注意する。
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